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概要
ナノ磁性ビーズ及びナノ蛍光磁性ビーズに関する特許の

非独占的実施権のライセンスが可能です
(Non-exclusive license of patents on nano magnetic beads and nano fluorescent 

magnetic beads is possible )

・優れたアフィニティクロマトグラフィー用担体であるポリマー被覆ナノ磁性ビーズ
（通称・半田ビーズ）は磁性酸化鉄(Fe3O4)をコアに持つ粒子径140〜200nmの分散
性微粒子であり、低分子化合物が固定化されたナノ磁性ビーズを用いることにより、
短時間で標的因子のワンステップ精製を実現します。

・ナノ磁性ビーズは物理的・化学的にも安定で非常にバックグラウンドが低く、容易
に表面修飾（カルボン酸やアミンなどの導入）できます。従って、ナノ磁性ビーズ
には低分子化合物のみならず、DNAやタンパク質を固定化することも可能です。ま
た、ナノ磁性ビーズは磁性を有していることから、遠心機を用いず、磁気分離によ
る精製が可能です。

・蛍光色素が内包されたナノ蛍光磁性ビーズも利用可能です。

・短時間で標的因⼦のワンステップ精製を実現

・低分⼦化合物、核酸、タンパク質の固定化が可能

・磁気分離による効率的な精製が可能

ナ ノ 磁 性 微 粒 子
（Nano magnetic beads）
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